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いる｡また電荷秩序が現れない中間組成 (o<x≦ 6)でも､ x-Oと同じ周期の揺らぎが存在してい
る｡
● x≧9では､電荷秩序に関連した励起は観測されなかったが､梯子格子上での金属的振る舞いを反映
した分散をもつ励起を観測した｡
● Ⅹ≦6とx≧9の励起の違いから､x-0とx～ 11での電荷秩序に関して､異なる秩序パターンを取っ
ている事が示唆される｡
● Beレンズとポストサンプルスリットを導入する事で､高圧下RIXS実験手法を確立させた｡実際に､
sr25Ca‖5Cu24041に適用し､高圧下での励起スペクトルを測定したところ､顧著な圧力変化が観測され
た｡
-192-
論文審査の結果の要旨
二本足梯子格子系銅酸化物srl._xCaxCu24041は､はSrをca置換すると梯子構造部に電荷が流れ込み､様々
な物性が発現するo常圧下ではx-0とx記11でそれぞれ5倍､3倍周期の電荷秩序が存在する.また圧力
下で超伝導が発現し､1986年に発見された銅酸化物超伝導体の重要な参照物質として数多くの研究が行わ
れている｡本論文では､放射光を用いた共鳴非弾性Ⅹ線散乱 (RIXS)により､この物質の電荷秩序に関
連した電荷のダイナミクス､及び､電子状態に対する圧力効果を明らかにすることを目的とした｡
常圧下RIXS実験で､Ca濃度や温度依存性を系統的に調べ､以下のような電荷秩序の特徴を電荷ダイ
ナミクスの観点から初めて明らかにした｡まず､母物質 (x-o)では､5倍周期秩序と同じ波数で leV付
近のスペクトル強度が電荷秩序の融解に伴い増大することを見出した｡さらに､静的電荷秩序が無いx-3､
6についても､x-Oと同じ波数の電荷揺らぎが存在し､x≦6では5倍周期の電荷秩序の不安定性があるこ
とを指摘した｡一方､高圧下で超伝導が発生するCaの高濃度領域では､ブリルアンゾーン申し､からゾー
ン端に向けて分散を持った金属的な励起が leV付近で支配的であることを観測し､回折実験で観測され
ているx～11での3倍周期の電荷秩序に対応する励起は､本研究の分解能より低エネルギーの現象である
と解釈 した｡以上の結果からx-0とx完11の電荷秩序の揺らぎが質的に異なるものであり､その秩序パ
ターンも異なる可能性が高いことを提案した｡
sr14.xCaxCu,.0.1の超伝導を調べるには電子状態の圧力効果は重要な情報である｡高圧下のRIXS実験手
法開発を目的とし､必要な光学系やダイヤモンドアンビルセルの改良を行った｡観測強度が0.1cps程度
という技術的に極めて難しい実験だが､x-ll.5について波数分解 したRIXSスペクトルを3GPaの圧力下
で測定することに初めて成功し､圧力印加により梯子格子内のホール濃度が増大することを実験的に捉え
た ｡
本研究はエネルギー･運動量空間での電荷秩序に関連した揺らぎと､高圧下での電子状態をRIXSで観
測した先駆的な研究である｡今後､放射光源の進展に伴い､RIXSのエネルギー分解能や強度が飛躍的に
向上する可能性があり､本研究の波及効果が大いに期待される｡本論文で得られたこれらの成果に基づき､
吉田雅洋は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すると判断する｡したがって､吉
田雅洋提出の論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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